
○食料と競合しないセルロース系資源作物について、

 栽培からバイオエタノールの製造に至る、革新的技

 術を用いた一貫生産モデルを構築し、将来的に企業

 主体の新規産業の創出を図ります。
○2020年までに実用化するために、ラボスケールでの

 開発だけに留まらず、試験プラントによる開発も並

 行して実施します。
○バイオ燃料の持続可能性についての基準、評価指標、

 評価方法等についての調査研究を実施します。

【本事業の目標】
○食料問題や環境問題にも配慮した経済的かつ安定的

 な実用化レベルのバイオエタノール生産システムの

 構築を目指す。
（2015年にセルロース系発酵エタノール製造コスト40

 円/ℓ）

セルロース系エタノール革新的生産システム開発事業
平成23年度概算要求額

 

24.2億円

事業の内容事業の内容

事業の概要・目的事業の概要・目的

事業イメージ事業イメージ

食料問題や環境問題に配慮した、
バイオエタノール生産システムの確立

前処理

糖化・発酵

濃縮脱水

原 料

セルロース系
エタノール

セルロース系エタノール製造技術開発

セルロース系資源作物栽培技術開発

パイロットプラントを設置し、データを取得、
経済性等の評価、システム改良等を実施。

①低環境負荷なアンモニア前処理技術を基
本とするシステム

②メカノケミカルパルピング前処理技術を基
本とするシステム

草本系及び木質系バイオマスの栽培研究、
収集運搬技術開発等、原料生産に係る研
究開発を実施。
①草本・木質併用チーム
②木質単独チーム

バイオ燃料の持続可能性に関する研究

温室効果ガス等の環境負荷に関するＬＣ

Ａ評価、生態系保全、食料競合回避といっ
たバイオ燃料の持続可能性について、基
準や指標等の調査検討を実施。 6

グリーン・イノベーション
②木質系バイオマス利用技術の研究開発




